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研究成果の概要（和文）：疫病(ペスト)の発生と聖セバスティアヌス像などの宗教美術作品の間

には相関関係があった。疫病は宗教美術の制作に重要な作用を及ぼした。したがって、中近世

の歴史において、聖セバスティアヌスの作品を通じて、ある程度まで疫病の発生を特定するこ

とができる。 

 
研究成果の概要（英文）：There was a correlation between the outbreak of the plague and 
works of religious art such as S. Sebastian. The plague had an important influence on 
producing works of religious art. Therefore through works of religious art such as works 
of S. Sebastian we can identify, to some extent, the places and dates of the outbreaks 
of plagues in medieval history and pre-modern times. 
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研究分野：西洋史 中近世 

科研費の分科・細目：史学・西洋史 
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１． 研究開始当初の背景 

美術作品の制作の背景に疫病がどれだけ

存在していたかについて、個々の作品につい

ては触れられているものの、大きな視点では、

ほとんど追求されてきなかった。疫病に関連

した相当な量の宗教絵画の制作をその制作

年と疫病の発生地域との関係で結び付けて

考察することはなされなかった。 
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２．研究の目的 

従来から中近世において絵画の制作につ

いては宗教的要素が強く認められることは

当然のことである。しかし疫病が絵画（美術）

の制作に強い影響を与えたことについては、

疫病発生地域や疫病発生年との関わりから

は、これまで追求や認識はあまりなされてこ

なかった。この研究では疫病が神罰であると

いう当時の人々の認識により、神の怒りをな

だめるという観点から、きわめて宗教的な色

彩を帯びたかたちとして絵画制作がなされ

たことを、具体的に疫病除け聖人である聖セ

バスティアヌスを表現した美術作品に焦点

をすえることから追究することを目的とす

る。まず、疫病が頻繁に襲った地域とそうで

ない地域との比較を疫病除け聖人であるセ

バスティアヌス絵画の所蔵率から比べる。次

に疫病が多発した時代とほとんど発生しな

かった時代とを比較する。この２種類の比較

により疫病が絵画（美術）制作に与えた可能

性が認識されることになるであろう。 

 

３．研究の方法 

報告者はこれまで 10 年間毎年夏にイタリ

アの各地の教会へ足を運び、その内部を調査

しセバスティアヌス像の有無を確認してき

た。調査したイタリアの教会の数は 602点に

及ぶ（この 602点の他に、わざわざそこへ行

っても残念ながら閉鎖されていて中に入れ

なかった教会も、実は相当数ある）。こうし

てその教会に所蔵されていたセバスティア

ヌス像を撮影したり、美術館や研究書・美術

書に掲載されていたセバスティアヌス像を

みずから撮影して、その数約 500点の聖セバ

スティアヌス像の図版を集めることができ

た。この研究方法（調査）によってペスト発

生とセバスティアヌス制作との間に相関性

が存在するかを確認しようとした。 

 

４．研究成果 

 調査結果として、まずイタリアにおけるペ

ストの発生率の地域差を見る。ペスト（黒死

病）の周期性２年から 20 年である。イタリ

アにおいて 1347年から 1657年までの 300年

間においても周期性をもってペストが発生

した。「北部・中部・南部・島」のそれぞれ

において発生回数、つまり発生頻度が特定さ

れている。発生の頻度は北部が最も高く、次

いで中部、次に南部、そして最後に島である

ことがわかる。 

 

 北部 ２６回 

 中部  ２２回 

 南部  １３回 

 島     ８回 

 

 

 

 「イタリアの教会の州別の調査報告－セバ

スティアヌス像所蔵率－」は北部・中部・南

部・島の各地域を回って調査した６０２の教

会のセバスティアヌス像の所蔵状況（所蔵の



 

 

有無）が記されている。所蔵率の最も高いの

は北部の３４パーセント、次いで中部の２４

パーセント、次に南部の１４パーセント、最

後の島の１０パーセントである。 

 

 

 

 北部 ３４パーセント 

 中部  ２４パーセント 

 南部  １４パーセント 

 島   １０パーセント 

 

 この二つの表のなかの発生頻度と所蔵率

をそれぞれ比に直して比較してみると以下

のようになる。 

 

 

 

    発生頻度の比    所蔵率の比 

 北部  ３８             ４１ 

 中部    ３２             ３０ 

 南部    １９             １７ 

 島     １１             １２ 

 

 この表によってペストの発生頻度の高さ

とセバスティアヌス像の所蔵率の高さに極

めて高い相関性があることが示されよう。 

 次にペストの多発した時期の 70年間（1470

～1539）とペストの発生の少ない時期の 70

年間（1577～1646）とを取り上げて、それぞ

れの時代にどの程度セバスティアヌスの作

品が制作されたかを見る。発表者は、これま

でに教会や美術館、研究書・美術書などから

約 500点のセバスティアヌス像を図版として

手に入れたが、そのうち公式の記録として制

作年代がわかっているものが約 150 点ある。

その作品を「ペスト（黒死病）の周期性」の

なかにあてはめてみたのが、「ペストの多い

時期」（1470～1540）、「ペストの少ない時期」

（1577～1647）である。 

 



 

 

 

 

 

「ペストの多い時期」は 70 年間のうち 31

年間がペストの流行していた大変な時期で

ある。この時期において、制作年代の特定さ

れているセバスティアヌス像の 82 点が見出

される。 

これに対して、「ペストの少ない時期」の

70年間のうちわずか9年しかペストが流行し

ていなかった時期には、制作年代が特定され

ているセバスティアヌス像はわずか 10 点し

か見出されないのである。一定の留保をもち

ながらも、このことからペストの発生とセバ

スティアヌス像の制作率とに高い相関性が

あることを示されるであろう。なぜ留保かと

いえば，ことによると前者の方の時期は、注

文主や画家にとって、祈願の内容を視覚的に

伝え、視覚化された図像を通じて聖人を崇拝

しようとする新しい流行が強まった時期と

折からのペストの頻発の時期とが重なった

ために、いっそう強い結果が現れた可能性が

考えうるからである。 

 以上のフィールドワークを中心とした研

究から、ペストの発生頻度の高い地域や、ペ

ストの発生の多かった時期においては、セバ

スティアヌス像の制作が刺激されたという

こと、すなわちペストとセバスティアヌス像

制作との間に一定の相関性が認められると

いうことがいえるであろう。 

 こうした傾向はイタリアの20の州には102

の県があり、それらのなかにその地域を代表

する 199の大聖堂のセバスティアヌス像の所

蔵率の傾向ともほぼ一致する。次の表「イタ

リアの大聖堂のセバスティアヌス像の所蔵

率」はそれを示す。 

これは報告者がみずから訪問して調査し

た大聖堂の他に訪問ができなかった大聖堂

にアンケート調査（過去３回郵送による調

査）をおこなったものによる結果である。調

査の回答が得られないものについては電話

による調査も行った。その結果は以下のとお

りであり、上の個別の教会の調査の結果と符

合するものである。 



 

 

 

 

 

 なお、『史学雑誌』第 118 編第 5 号(｢2008

年の歴史学界－回顧と展望－｣、「中世－西

欧・南欧－」、318 頁)においてもこの相関関

係の研究は「興味深いデータの提供」として

評価された。 

 

５．主な発表論文等 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 

 

〔雑誌論文〕（計 3件） 

① 石坂尚武、人文学会、査読有、イタリア

の黒死病関係史料集（7）､第 184号、2009、

25-189。 

② 石坂尚武、人文学会、査読有、イタリア

の黒死病関係史料集（6）、第 182号、2008､

87-144。 

③ 石坂尚武、文化史学会、査読有、イタリ

アの大聖堂のセバスティアヌス像の所

蔵状況―第二回アンケート調査報告―、

2007､155-170。 

 

６．研究組織 

(1)研究代表者 

 石坂尚武（ISHIZAKA NAOTAKE） 

同志社大学・文学部・教授 

 研究者番号：19520646 

 

(2)研究分担者 

 無し 

 

(3)連携研究者 

 無し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


